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第24条

災害から生命や財産を守るためには、市民のみなさんに防災に関する意識を高める

自助の考えを持っていただくとともに、地域社会における防災活動の基盤となる人と

人とのつながりや地域のコミュ二ティの維持及び発展への取り組みなど、共助の考えを

持つことが大切です。行政においても、災害予防や減災対策など公助としての政策を

早急に実施し、長期的に継続していかなければなりません。

岡崎市議会では、市民の生命、身体及び財産を災害から守り、被害を最小限に軽減し、

災害に強く安全で安心して暮らせるまちの実現を目指すことを目的に「岡崎市防災基

本条例j を制定しました。



第 1 章総 員。
第 1 章では、条例を制定する目的や基本理念を示すととも

に、市民、事業者、市、議会それぞれの責務や役割につい

て規定しています。

《第 1 条目的》・

e( 市民 )( 事業者 )( 市 )( 議会 )が

それぞれの立場における責務や役割を明確にして

{災害に強いまちの実現を目指す

ことが本条例の目的です。

第 4 条から第 7 条までに市民、事業者、市、議会のそれ

ぞれの責務や役割について具体的に記載しています。

《第 2条 基本理念》・・・・・・・・・・・・・・・・

e r自らの身の安全は自らが守るJ といった『自助J の考えが防災の基本にな
ります。そして、身近な近所の人々により助け合う『共助J が減災、すなわち被害を減

少することや多くの命を救うことにつながります。そして、もちろん行政による『公助J

が多くの人たちを支援することになります。社会の様々な主体が協力し、働きかけるこ

とで、災害対策の仕組みを構築することが大切です。

市民、事業者、市、議会それぞれが継続的な災害対策の充実や強化に努めることが重要

です。

-危険箇所の確認

・正しい情報確認

.避難場所の確認

・連絡方法の確認

・備蓄品の確保

.災害時行動の確認

' .. 
-総合的かつ計画的な防災行政の整備及び推進

・情報の提供 ・応急復旧措置

2 

-隣近所の安全の確認

・被害者の救護救助

.自主防災組織への参加協力

.要援護者への配慮

・帰宅困難者への支援



《第 3条地域防災計画への反映》……………
.本条例と岡崎市地域防

災計画はお互いを補完

し合うものであり、岡

崎市地域防災計画を修

正する場合には本条例

の基本理念を尊重する

こととしています。

[岡崎市防災基本条例]

市民、事業者、市、

議会の責務や

役割について

定めたもの

《第4条 市民の責務》・・・・・・・・・・・・・・・

[岡崎市地域防災計画]

. 災害に対する市民の責務や役割など、平常時から心掛けていただきたい 9 つの項目を記

載しています。

特徴的な内容としては・

0避難経路や家族聞の連絡方法の確認(第 2 号)

災害が起きた場合の(避難経路)ゃ(家族との連絡方法)
などを普段から確認しましよう。

-避難経路の確認 (避難場所までの道JII買)

-避難場所の確認 (近隣の学校などの公共施設)

・危険箇所の確認 (洪水ハザードマップなど)

-外出先からの帰宅方法の確認

-家族間の連絡方法の確認 (災害用伝言ダイヤル等)

災害用伝言

ダイヤルセンタ- 側迦i
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伝言の録音方法

E117 1 ， .盟盟園
亨 音声ガイダンスが流M 。

( 録音の場合 囚 ) 
亨 音声ガイダンスか流れる。

-E湖沼]LifiA四:;.e.E~牢ど量酎厩置，

・xlxlxlx・xlx・xlxlxlx.

伝言の再生方法

E117 1 ， 11竪盟四国
亨 音声ガイダンスが流れる。

( 再生の場合 園 ) 
亨 音声ガイダンスが流れる。

置温組歯菌歯轟孟函逼誼語画・・・・・・・
.xlxlxlx・xlx・xlxlxlx.



0災害に闘する教訓や伝承の後世への継承(第 5 号)

教訓や伝承の継承とは・..

地元に伝わる災害に関する地域の昔話などをお

じいさんやおばあさんから聞き、伝えること。

例えば・・・

・過去に災害があった場所

・地名や町名から、昔は池や沼だったことが想定さ

れる地域

などの知識が途絶えないよう、地域や家族の方に伝承

していきましよう。

0家具等の転倒防止やガラス等の飛散防止(第 7 号)

0 必要な飲料水及ひ食料の備蓄(第 8 号)

ますは最も身近な( 家財閥防止 )

や(ガラスの飛散防止)など、自分でで

きる対策から始めてみましよう。

災害時には飲料水や食料の確保が困難になります。

各家庭でも (1 人3 日分)を目安に飲料水や食料を確

保しましよう。

0 日用品、医薬品など必要物品等の確保(第 9 号)

避難生活を強いられた場合など、常用している薬の確保が

難しし1ことがあります。

(常用している薬)、( 薬袋(メ壬) )、( お薬手帳)などを

(防災キツ卜や非常持出特に用意しておくことで適切な対応

ができます。

すなわち、(医薬品lこ関するi情報の確保)が重要となります。

4 



《第 5条 事業者の責務》・・・・・・・・・・・・・・

. 事業者の事業活動に伴う災害発生を防ぎ、(祉会的責任を自覚し、災害に備える )

ための事業者の皆様に努力していただきたい 8 つの項目を記載しています。

特徴的な内容としては・

0来所者、従業員、事業所周辺地域の住民の安全確保(第 2 号)

事業部、事業所内の(設備の捌防止)や( 避難路の確保 )など、従業員

はもちろん、来所者や周辺住民の安全の確保に配慮しましょう。

0市や市民等 ※ による災害対策活動との連鏡、協力(第 3 号)

地域で行う防災訓練への事業所単位での参加・協力に努めましょう。

※市民、町内会、自主防災団体など、市民の組織する団体のことです。

0 事業継続に係る計画の策定(第 5 号)

災害が発生した際に重要な事業が中断しないよ

う、また、中断しても最短で再開させるなど企業

を守るための計画の作成に努めましよう。

0事業所、工場など管理する建築物の

耐震性の確保(第 6 号)

耐震診断を行うとともに、その結果に基づく耐震

補強を実施しましよう。

5 



《第 6条 市の責務》・・・・

・(防災の責務を第一に負う立場)としての市の行うべき整備や対策などを記載しています。

特徴的な内容としては・-

O 園、県及び他の地方公共団体並びに市民等と連携した災害対策の的確かつ円滑な実施(第 3 号)

市が管理する施設だけでなく、国や県が管理している施設においても、本条例に基づい

た対策が行われるよう、協力を求めていきます。

0
0
高
等
学
校

0被災者支援のためのシステムの構築(第 5 号)

災害時に被災者の迅速かつ的確な支援が行えるよう、整

備及び推進を図っていきます。

0応援協定の締結の推進(第 7 号)

災害時における物資の提供、医療救護及び廃棄物処理が

迅速に行われるよう、事業者、事業者団体及び他の地方

公共団体との協定の締結を進めています。

議会の責務》・…《第 7条

.議会は(市民の生命・財産などを守る)ため、

-防災・減災に関する調査研究を行し1、市への助言、提言を行います。

-園、県の動向を踏まえつつ、地域の実情に合わせた市の防災対策が適切に実施され

ているかを監視、評価します0

・本条例に定める事項について、随時確認を行います。

-被災状況を把握し、市民に対して情報の発信に努めます。

-園、県に対して災害復旧の推進と支援活動の実施について働き掛けをします。

6 



第2章予防対策
第2章では、情報の収集や防災訓練などを通して、自分た

ちが日頃から何をすべきかを規定しています。

《第 8条 情報の収集及び提供》・・・・・・・・・・
.災害を予防するためには市民、事業者、市がそれぞれ情報を収集し提供する、つまり

情報を共有することが基本です。

本市では災害に関する様々な情報を提供しています。普段からチ工ツクする習慣を身

に着けることが災害に対する予防につながります。

[市]

・情報収集及び伝達方法の確保 おかざき防災緊急メール「防災くんj 、防災ラジオ
・災害の検証と調査を行い、災害対策に反映 洪水ハザードマップ、浸水実績図等

・避難場所の位置等を提供 岡崎市防災マップ

-避難の勧告、指示、被害状況、応急措置等の情報を提供

[市民、事業者]
災害時に備えて、防災に関する情報を積極的に収集し

ましょう。

《第 9条 自主防災活動の推進等》・・・・・
.倒壊家屋などから救出された人の多くが近所の方

に救出されています。

つまり

I共助j として、地域の自主防災活動やボランティ

ア活動への支援や協力を積極的に行うことが必要

です。

防災リ十の養成グ
積極的な支援、協力

ボラシティア
ヨーディネーターの養成への

積極的な支援、色

自主防災組織

7 
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《第 10 条 災害時要援護者への配慮》・・…………………
.災害時には高齢者、障がい者、

乳幼児、妊婦、外国人、旅行者

など、救助や援護が必要となる

方が多く生じることが考えられ

ます。

いざというときに迅速に対応す

るため、日頃から、周囲の災害

時要援護者になり得る人の情報

を把握しておくことが大切です。

。?，
・ τ一 .

《第 1 1 条 防災に関する教育>> <<第 12 条 防災訓練》・・・・・・・・

. 災害が発生した場合に、とっさに的確な行動をするためには

日頃からの( 防災に関する知識の習得)ゃ( 防災訓練)が重要です。

そのため、

市は、防災に関する教育の場を充実させ、市民、事業者のみなさんは積極的に情報を

収集する体制を整えていただきたい旨を規定しています。

[市]

・防災に関する知識を普及、意識の高揚 1 
-職員の防災能力の向上 〉を図るため
・学校教育や社会教育を通して防災教育の充実 ノ

防災訓練や講習会、研修会を積極的かつ計画的に実施します。

[市民]
・防災訓練に積極的に参加しましよう。

[事業者]

-従業員に対し、防災知識を習得する機会を

提供してください。
-防災訓練に参加又は連携にご協力ください。

8 



《第 13 条 浸水の防止等>> <<第 14 条 雨水の流出抑制》・・・・

.本市は、平成20年 8 月末豪雨など、たびたび大きな水害を受けています。

浸水や雨水の流出による被害を軽減させるために・

-市は、既存施設の適正管理に努めるとともに、施設を新設する場合は浸水や雨水の流出を

防止・抑制する施設の設置に努めます。

-市は、市民等、事業者に対して雨水の流出抑制に関する啓発、普及に努めます0

・市民等、事業者は隣接して設置された雨水ます、側溝等の清掃へのご協力をお願いします。

「具体的には・・・ a 
[浸水の防止]

雨水ますや側溝にごみがたま

ると浸水の原因になります。

日頃から自分の敷地に隣接す

る雨水ますや側溝をきれいに

保ちましょう。

[雨水流出抑制施設]

雨水が下水道管や河川に直接流れ込むのを防ぎ、負担を

軽減するための施設です。市の補助制度もあります。

【例]

-雨水タンク

など

《第 15 条 土砂災害の予防》・・・・・・・・・・・
. 本市は、市域の約半分が山林であり、土砂災害が危'1冥される地域が多くあります。

-土砂災害警戒区域の指定などは県の事業であるため、市は県と連携して体制の整備に努めます0

・市民等、事業者は土砂災害に対する知識を深め、災害の予防に努めてください。

地すべり

・地面にひび割れができる

.池や井戸の水が濁る

がけ崩れ

-がけに割れ目が見える

-がけから小石がぱらぱらと落ちてくる

9 

「土砂災害に対する日頃の備え a 
-あらかじめ付近の土砂災害危険箇所を

確認しましょう。

-家族で避難場所や避難経路、避難方法

を確認しましょう。

-気象情報や土砂災害に関する情報を正

しく理解しておきましょう。

1 時間 lこ20mm以上、又は降り

始めから100mm以上の降雨量

になったら注意!



《第 16 条 広告物等の落下防止等》・・・・・・・・・・・・
.地震などの災害時には、屋外に面している窓ガラスや看板が落下したり、割れたりして

けがをする可能性があります。

[市]
・落下対象物の落下防止、転倒対象物の転倒防止を促進するよう努めます。

[市民、事業者]
・所有し又は管理している落下対象物の落下、転倒対象物の転倒を防止し、定期的な点検

を行うよう協力をお願いします。

《第 17 条 文化財の保護》・・・・・・・・・・・・・・・・・

. 本市には神社、仏閣などが多く存在し、建築物の他にも有形、無形の文化財が数多く保

存されています。

滝山寺三門 天思寺木造地蔵菩薩坐像

-文化財は古くから伝わる市民の大切な財産です。

これらを後世に伝えるために、協力して災害から守りま

しょう。

10 
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第3章応急復旧対策
第3章では、初期消火や被災者の救助など、災害によ

る被害の軽減に努めるとともに、迅速な応急復旧措置

を行うための体制について規定しています。

《第 18 条応急復旧措置》……………

.災害が発生した場合、迅速な応急復旧措置を行い、被害を最小限に抑えることが重要です。

市、事業者、市民は、それぞれ何を行うべきかを考え行動しましよう。

[市]

・岡崎市地域防災計画に基づく被害の軽減対策

.迅速な応急復旧措置を行うための体制の確立

・園、県、防災関係機関との連携

[市民、事業者]

・初期消火

-被災者の救難・救助

[専門的知識又I~妓術を有する事業者]

市の措置に積極的に協力をお願いします。

具体的には・

・医師による医療行為の提供

-建築関係者による応急危険度判定や

仮設住宅の建設

-廃棄物処理業者による災害廃棄物の処理

など

11 



《第 19 条 避難対策》・・・・・・・・・・・・・・・
. 自らの身の安全を自らで守るためには、日頃から迅速かつ円滑に避難するための準備を

しておくことが大切です。

[市]

・食料、毛布その他必要な物資を確保します。

-飲料水の供給のために必要な対策を講じます0

.避難場所や避難所を確保します。

-仮設住宅の建設等のための用地に関する情報を管理します。

[市民、事業者]

・日頃から災害に関する情報に気をつけ、避難に関する情報

が提供された際は、速やかに応じるよう備えてください。

-避難場所や避難経路を確認し、迅速かつ円滑に避難でき

るよう日頃から備えてください。

-避難所が円滑に運営されるようご協力をお願いします。

《第 20 条 緊急輸送の確保》・・・・・・・・・・・・・
.警戒宣言が発令された場合や災害が発生した場合、応急対策を的確に実施するためには、

緊急車両や救援物資を運搬する車両などが円滑に活動できるように対策することが重要

です。

[市]

・道路啓開ヘ車両の調達、国県など関係団体との調整を行います。

※道路啓聞とは、障害物を取り除き、道を切り開くことです。

[市民等及び事業者]

-自動車の使用を控えるなど、

緊急輸送の確保に

ご協力ください。
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《第 21 条 帰宅困難者への支援》・・………・・・
.警戒宣言が発令された場合や災害が発生した場合、交通機関の営業が中止されるなど、

自力で帰宅することが極めて困難になる人々が多く生じることが予想されます。

市、事業者は、この( 帰宅困難者 )を円滑に帰宅させたり、留め置いたりするなどの対

策を講じるよう努めます。

本市では、帰宅困難者を支援するため徒歩帰宅支援マップや帰宅困難対策マップを作成

しています。徒歩帰宅支援ルートや避難場所、徒歩帰宅支援ステーシヨン、徒歩で帰宅

する場合のポイン卜などが記載してあります。

災害時帰宅支援ステーション

徒歩帰宅者を支援するコンビ二

工ンスストア、ガソリンスタン

ド、郵便局のことです。左記ス

テッ力ーが貼ってある協力店で、

血盟関鯛個圏 飲料水(水道水)の提供、卜イ

レの使用など、可能な範囲の支

援を行います。

《第 22 条 自主防災組織等への支援》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

. 災害が発生した場合、「自助j や「公助j だけでは対応しきれない問題や課題が発生する

ことが考えられます。

そのようなとき、自主防災組織やボランティア組織による支援活動が円滑に行われるこ

とが重要となります。

[市]

・自主防災組織等への活動拠点の提供に努めます0

.自主防災組織等との情報の共有に努めます0

.自主防災組織等の受入れ態勢の整備に努めます。

13 

[市民、事業者]

・自主防災組織等による活動に対して

協力をするよう努力してください。



第4章復興対策

《第 23 条》 ・・・・

第 4 章では、市及び議会は、市民等及び事

業者と協力して復興に努めることについて

規定しています。

.速やかな生活及び事業の再建並びに被災地の復興には、全ての関係機関、市民等及び

事業者の協力が必要不可欠です。

第 5章他の被災地支援

《第 24 条》 ・・・・

第 5 章では、他の自治体の災害時には支援

を行うことについて規定しています。

.大規模な災害時には他自治体からの支援はあらゆる面において大きな力となります。

被害の軽減対策及び迅速な応急復旧措置を行うための支援体制を確立します。

市民等及び事業者の協力を得て、園、県及び防災関係機関とともに必要な措置を講じます。
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主な非常持出晶・家庭内備蓄晶

口水(1人1 日3Lを目安)

口鍋や水筒

ロクラッカー・缶詰

口ナイフ・缶切り

口レトルト食晶

口粉ミルク・ほ乳ピン
(赤ちゃんがいる場合)

口救急医療晶 口衣類・下着

日常備薬の予備・お薬手帳 口雨具

ltE7三ぶ
口寝袋

ロタオル・毛布

口防塵マスク 。

園園三lill:ï:II・
口卓上コンロ

口ロープ

口使い捨て力イロ 口携帯ラジオ

口予備の電池口筆記用具

口懐中電灯口包装用ラップ

口大き拡ゴミ袋

ロマッチ・ライター

口生理用晶

ロティッシユ
ウエットティッシユ

圃園rn市圃

口現金・小銭

口預金通帳や有価証券などの権利証明書

口印鑑

口連絡力ードや身分を証明するもの

警部宣言発令に伴う避難者に却しては、食料 ・飲料水 ・生活必需昂等は原則として室給されませんので、告白準備が必要です。

緊急時の連絡先

情報の種類 連絡先 電話番号等

市の対策状況 岡崎市災害対策本部 (0564) 23-6777 

被害の通報 岡崎市災害対策本部 (0564) 23-6777 

火事・救急 岡崎市消防本部
火事・救急 1 1 9 

その他 (0564) 21-5151 

事故・事件 岡崎警察署
緊急 1 1 0 

その他 (0564) 58-0110 

医療機関の案内 愛知県救急医療情報センター(岡崎地域) (0564) 2 1 -1 1 33 

停電 中部電力株式会社 0120-985-610 

ガス漏れ等 東邦ガス株式会社 (0564) 21-2231 

電話の故障 西日本電信電話株式会社 1 1 3 

岡崎市議会防災基本条例設置特別委員会 電話 (0564) 23-6378 
FAX (0564) 23-6538 

干444・8601 岡崎市十王町二丁目9番地(西庁舎2階) 製作発行平成 24 年 10 月
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